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南  一弘

東北や北関東出身でもないのに、どこか

郷愁を感じてしまう上野駅周辺。出張で

東京駅を発つ際は「行くぞ」と気合を入れ

戦闘モードとなるのに、ここではゆったり

ムードで少し癒しの気分となります。これ

は街そのもののあり方によるものなので

しょうか。東京駅周辺はビジネス中心地。

そこでの立ち振舞いは、さながら生き馬の

目を抜く様なもの。モタモタしてると取り

残されそうで、どこか無理をしがちです。そ

の無理がたたると疲れ、だんだん寂しい

気持ちになってくる。頑張っている皆さん、

こんなふうになりませんか?なっているの

は小生だけでしょうか。だとすれば、まだ

まだ努力が足りないのですね。でも無理

せずたまには疲れてみて下さい、きっと楽

になれますよ。

上野周辺を疲れ気分で歩いていると不忍

池に辿りつきました。昼休み時なのか多

くの方々が一息つきに来られているようで

す。普通であればこの後は上野の森に出

て美術館をめぐり、動物園を回りつつ、次

いでに西郷さんに会って帰るのでしょう。

でも、それではただの「ぶらり旅」です。小

生は街の中へと繰り出します。

オフィスビルが立ち並ぶというより、レスト

ランや店舗が入った雑居ビルが主体。間

口の狭い昔ながらの建物が並んではいま

すが、なぜか古臭さはあまり感じさせませ

ん。統一感のないバラバラした雰囲気が

逆に個性を醸し出しているようです。本当

に街というのは生きもので、その息遣いを

感じた時にその面白さが理解できるので

す。整然とした計画によって作りだされた

街は少しの無駄も無く便利に出来ていま

すが、まったく隙がありません。隙を作ら

ないのが街作りのコンセプトになってい

るようです。それは押しつけられた物の中

でいかに効率よく暮せるか試されているよ

うで、プレッシャーにさえ感じられます。そ

れに比べこの街はどうでしょうか。プレッ

シャーとは無縁で、好き勝手に生きている

ようです。周りの評価などには関心がなく

ありのまま、まさに街本来の姿です。すべ

ての街がこのようであれば、それも困った

ものですが、ここだけはそれでも良いので

はないでしょうか。なぜか許されるのもこ

の街の特徴で、個性でもあります。

街の顔としてはメジャーじゃなく少しマイ

ナーなのはこのようなところから来ている

のでしょうか。マイナーって重要なことであ

り、メジャーが置き忘れて行ったものを大

事に取って置くのが仕事。だからマイナー

からモノは育つのであって、そこから育っ

た物は本物なのです。大リーガーがそうで

しょ…。皆さん身の周りのマイナーを探し

てみてください、きっとここから将来のヒ

ントが隠されていますよ!

ビジネスでの戦闘でちょっぴり疲れた時は、上野へぜひどうぞ
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